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〔
労
働
法
　
四
八
〕
　
労
働
組
合
脱
退
の
自
由

（
灘
叢
響
、
難
号
）

　
【
事
実
】
　
被
告
谷
口
光
衛
ほ
か
一
八
三
名
は
、
原
告
日
本
光
学
労
働
組
合
の

組
合
員
で
あ
つ
た
が
、
い
ず
れ
も
昭
和
四
〇
年
一
月
二
九
日
、
あ
る
い
は
同
月

二
〇
日
ま
で
に
原
告
組
合
に
脱
退
届
を
出
し
て
脱
退
の
意
思
表
示
を
し
た
。

　
し
か
る
に
原
告
組
合
の
規
約
二
一
条
六
号
に
は
、
組
合
員
資
格
喪
失
の
一
事

由
と
し
て
、
「
代
議
員
会
並
び
に
総
会
で
脱
退
を
認
め
た
と
き
」
と
の
規
定
が

あ
つ
た
。

　
次
に
、
原
告
組
合
が
訴
外
日
本
光
学
株
式
会
社
と
の
間
に
結
ん
で
い
た
労
働

協
約
は
昭
和
四
〇
年
一
月
一
一
日
失
効
し
、
協
約
改
訂
を
め
ぐ
り
原
告
は
会
社

と
対
立
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
、
①
原
告
組
合
は
、
昭
和
三
九
年
四
月
一
七
日

判
　
例
　
研
　
究

の
総
会
で
階
層
別
一
律
賃
上
げ
と
三
力
年
計
画
の
労
働
時
間
短
縮
と
を
労
働
協

約
改
訂
に
生
か
そ
う
と
す
る
昭
和
三
九
年
度
運
動
方
針
（
案
）
を
承
認
し
た
。

②
そ
こ
で
、
同
月
二
七
日
副
組
合
長
を
専
門
委
員
長
と
し
執
行
委
員
四
名
、
代

議
員
四
名
そ
の
他
の
組
合
員
五
名
を
委
員
と
す
る
労
働
協
約
改
訂
専
門
委
員
会

が
原
告
緯
合
の
決
議
機
関
の
・
一
つ
で
あ
る
代
議
員
会
に
よ
つ
て
設
置
さ
れ
、
九

回
の
討
議
を
重
ね
、
同
年
六
月
一
九
日
代
議
具
会
に
対
し
そ
の
結
果
を
中
間
報

告
し
た
。
③
原
倍
組
合
代
議
員
会
は
そ
の
中
澗
報
告
に
つ
い
て
討
議
の
上
、
一

旦
各
代
議
員
を
し
て
職
場
に
持
ち
帰
り
職
場
分
組
合
員
の
意
見
を
聴
か
せ
、
そ

の
結
果
賃
率
以
外
の
点
に
つ
き
若
干
の
修
正
を
加
え
た
中
間
報
告
を
再
ぴ
専
門

六
五

（九
三
七
）



　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

委
員
会
の
討
議
に
か
け
弗
④
専
門
委
員
会
は
四
回
の
討
議
を
経
・
て
同
年
七
月
一

三
日
そ
の
結
果
を
代
議
員
会
に
報
告
し
、
⑤
代
議
員
会
は
代
議
員
を
し
て
専
門

委
員
会
の
答
申
に
つ
き
職
場
懇
談
会
で
組
合
員
の
賛
否
の
意
見
を
採
ら
せ
た
上

で
改
訂
案
を
決
定
し
た
。
さ
ら
に
⑥
原
告
組
合
臨
時
総
会
は
同
月
二
二
日
⑤
の

代
議
員
会
に
よ
つ
て
決
定
、
提
出
さ
れ
た
労
働
協
約
改
訂
要
求
案
を
提
案
ど
お

り
可
決
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
、
三
、
七
七
〇
円
一
律
賃
上
げ
を
原
則
と
し
て

成
績
査
定
を
廃
止
す
る
と
同
時
に
、
週
休
二
日
制
、
時
間
短
縮
等
を
骨
子
と
す

る
も
の
で
あ
つ
た
。
⑦
し
か
し
、
同
月
二
九
日
会
社
か
ら
原
告
組
合
に
示
さ
れ

た
対
案
は
労
使
双
方
と
も
協
約
の
有
効
期
問
中
協
約
の
改
廃
を
目
的
と
す
る
争

議
行
為
を
行
な
わ
な
い
等
の
条
項
を
新
た
に
加
え
る
も
の
で
あ
り
、
同
年
八
月

五
日
会
社
か
ら
原
告
緯
合
に
示
さ
れ
た
回
答
は
賃
上
げ
、
労
働
時
間
短
縮
を
拒

否
し
、
職
務
賃
金
の
導
入
を
対
案
と
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
⑧
こ
こ
に
お
い
て

原
告
組
合
は
、
同
月
二
五
日
労
働
協
約
改
訂
要
求
の
た
め
に
す
る
罷
業
権
の
行

使
を
総
会
に
お
い
て
可
決
し
、
同
月
二
九
日
全
員
半
日
ス
ト
ラ
イ
キ
を
は
じ
め

と
し
て
二
回
に
わ
た
る
全
員
ス
ト
ラ
イ
キ
、
同
年
九
月
一
〇
日
カ
メ
ラ
部
門
等

一
八
四
名
に
よ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
を
は
じ
め
と
し
て
昭
和
四
〇
年
二
月
六
日
ま
で

だ
け
で
も
一
四
名
な
い
し
二
三
七
名
に
よ
る
一
四
回
の
重
点
部
門
（
指
名
）
ス

ラ
イ
キ
を
繰
返
し
づ
つ
会
社
と
三
十
数
回
の
団
体
交
渉
を
重
ね
、
こ
の
間
会
社

か
ら
は
職
務
賃
金
を
導
入
し
た
賃
率
の
具
体
案
、
原
告
組
合
か
ら
は
こ
れ
に
対

す
る
修
正
案
も
提
示
さ
れ
て
、
賃
率
に
関
す
る
主
張
は
や
や
歩
み
よ
り
を
み
せ
、

東
京
都
地
方
労
働
委
員
会
の
あ
つ
せ
ん
も
あ
り
沖
昭
和
三
九
年
一
二
月
二
四
日

凍
告
組
合
は
会
社
と
の
間
に
同
年
末
ま
で
の
労
働
協
約
の
有
効
期
限
を
昭
和
四

つ
年
一
月
一
〇
日
ま
で
延
長
す
る
約
定
を
結
び
、
新
年
も
労
使
間
に
嫁
少
数
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
　
　
　
（
九
三
八
）

員
に
よ
り
団
体
交
渉
が
続
け
ら
れ
た
が
、
改
訂
協
約
に
つ
い
て
交
渉
の
ま
と
ま

ち
な
い
ま
ま
労
働
協
約
は
遂
に
効
力
を
失
う
に
至
つ
た
、
⑨
原
告
組
合
に
よ
う

て
繰
返
さ
れ
た
重
点
部
門
（
指
名
）
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
原
告
組
合
側
の
費
用
が

一
ヵ
月
五
〇
〇
万
な
い
し
六
〇
〇
万
円
と
考
え
ら
れ
た
の
に
対
し
、
会
社
の
損

害
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ヅ
ク
の
商
機
を
逸
し
、
大
き
か
つ
た
。
⑩
か
ね
て
、
原

告
組
合
の
重
点
部
門
（
指
名
）
ス
ト
ラ
イ
キ
の
長
期
化
に
よ
る
労
使
の
共
倒
れ

を
憂
え
て
い
た
係
長
級
組
合
員
五
、
六
〇
名
、
お
よ
び
職
長
級
組
合
員
か
ら
、

内
ス
ト
を
直
に
解
除
し
、
正
常
業
務
に
復
帰
の
上
団
交
を
持
て
」
と
決
議
、
要
請

さ
れ
た
り
、
古
参
組
合
員
に
よ
つ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
査
問
委
員
会
の
委
員
か

ら
争
議
の
早
期
解
決
が
要
望
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
間
、
一
〇
月
二
四
日
に
は

経
理
営
業
担
当
の
一
〇
〇
名
を
超
え
る
組
合
員
か
ら
ス
ト
を
中
止
せ
よ
と
い
う

決
議
文
が
提
出
さ
れ
、
ま
た
一
三
名
の
縄
合
員
は
年
内
解
決
を
み
な
い
と
き
は
、

組
合
を
脱
退
せ
ざ
る
を
え
な
い
旨
の
声
明
書
を
掲
示
し
た
。
そ
し
て
昭
和
四
〇

年
一
月
二
二
日
原
告
組
合
に
対
す
る
最
初
の
脱
退
通
告
が
数
名
に
よ
つ
て
行
な

わ
れ
る
に
及
ん
で
、
同
月
一
四
日
査
問
委
員
全
員
は
、
査
問
委
員
会
の
機
関
と

し
て
の
機
能
が
不
能
に
陥
る
現
実
と
な
つ
た
と
い
う
理
由
で
辞
任
し
、
会
計
監

事
ら
も
一
身
上
の
都
合
と
い
う
理
由
で
辞
任
し
、
同
月
一
六
日
代
議
員
会
に
よ

つ
て
何
れ
も
辞
任
を
承
認
さ
れ
た
。
他
方
、
脱
退
者
ら
は
同
月
一
四
日
頃
原
告

組
合
員
に
対
し
、
自
己
及
び
そ
の
家
族
の
生
活
の
安
定
と
向
上
と
を
図
る
た
め

に
、
原
告
組
合
を
脱
退
し
新
労
働
組
合
結
成
に
出
発
し
た
か
ら
参
加
を
望
む
旨

の
声
明
書
を
発
表
し
た
。
⑪
原
告
組
合
の
罷
業
権
行
使
に
対
す
る
批
判
票
は
従

来
約
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
協
約
改
訂
要
求
の
た
め
の
罷
業
権
行
使
に
つ

か
て
は
昭
和
主
九
年
八
月
一
〇
日
の
代
議
員
会
に
お
い
て
も
賛
成
七
二
票
反
対



五
票
、
不
明
二
票
で
あ
つ
た
が
、
第
一
回
団
体
交
渉
に
お
け
る
会
社
の
前
記
回

答
後
開
催
さ
れ
た
総
会
で
は
、
賛
成
二
、
一
八
七
票
、
反
対
二
八
五
票
と
批
判

票
が
二
一
天
ー
セ
ン
ト
を
越
え
た
。
そ
し
て
、
同
年
九
且
中
旬
以
降
代
議
員
約

一
〇
名
が
入
れ
か
わ
つ
た
後
開
催
さ
れ
た
同
年
一
〇
月
二
二
日
及
び
同
月
二
二

日
の
代
議
員
会
で
は
、
ス
ト
重
点
部
門
該
当
職
場
の
代
議
員
等
か
ら
ス
ト
中
止

の
意
見
が
あ
ら
わ
れ
、
同
月
三
〇
日
の
代
議
員
会
で
は
ス
ト
ラ
イ
キ
中
止
の
動

議
が
一
七
票
対
六
五
票
で
否
決
さ
れ
た
が
、
批
判
票
の
比
率
は
二
六
パ
ー
セ
ン

ト
に
倍
増
し
た
．
ま
た
、
年
末
一
時
金
要
求
の
た
め
の
罷
業
権
行
使
は
、
同
年

一
二
月
一
五
日
の
代
議
員
会
で
今
後
の
闘
争
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
執
行
部
提

案
と
と
も
に
賛
成
五
七
票
、
反
対
一
八
票
、
不
明
一
〇
票
で
可
決
さ
れ
た
が
、

批
判
票
は
三
＝
ハ
ー
セ
ン
ト
を
突
破
す
る
に
至
つ
た
。
そ
の
後
同
月
一
八
日
の

総
会
で
年
末
一
時
金
要
求
の
た
め
の
罷
業
権
行
使
が
可
決
さ
れ
た
．
⑫
こ
の
よ

う
な
状
況
の
下
に
原
告
組
合
に
提
出
さ
れ
た
組
合
員
脱
退
届
は
、
累
計
昭
和
四

〇
年
一
月
二
九
目
ま
で
に
一
、
O
コ
ニ
名
分
、
同
年
二
月
五
日
ま
で
に
一
、
二

一
四
名
分
に
達
し
、
脱
退
届
提
出
者
を
控
除
し
た
原
告
組
合
員
数
は
同
日
九
一

六
名
、
昭
和
四
二
年
五
月
八
日
五
二
〇
名
と
減
少
し
た
。
⑬
被
告
中
川
茂
、
阿

久
津
正
雄
ら
は
昭
和
四
〇
年
一
月
二
四
日
光
友
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
ニ
コ
ン
労
働

経
合
を
結
成
し
、
規
約
を
定
め
、
役
員
を
選
任
L
、
翌
二
五
日
会
社
食
堂
で
結

成
報
告
大
会
を
開
催
し
、
そ
の
継
合
員
数
は
同
年
一
月
二
九
日
に
は
一
、
O
O

O
名
を
突
破
し
、
同
年
三
月
二
二
日
に
は
約
一
、
七
〇
〇
名
に
増
加
し
九
。
原

告
組
合
に
脱
退
届
を
提
出
し
た
被
告
ら
の
う
ち
に
は
、
ニ
コ
ソ
労
働
組
合
を
結

成
し
、
ま
た
は
之
れ
に
加
入
す
る
た
め
に
脱
退
の
意
思
表
示
を
し
た
者
の
ほ

か
、
■
労
働
条
件
低
下
な
い
し
解
雇
の
不
安
と
か
ら
協
約
失
効
を
契
機
と
七
て
脱

　
　
　
　
判
　
例
研
究

退
届
提
出
を
決
意
す
る
に
至
つ
た
者
も
あ
る
っ

　
こ
れ
に
対
し
て
原
告
は
、
「
原
告
組
合
の
組
合
費
に
つ
い
て
は
前
月
二
一
日

か
ら
当
月
二
〇
日
ま
で
の
間
に
組
合
員
と
し
て
の
地
位
を
失
つ
て
も
前
月
一
二

日
に
粗
合
員
で
あ
つ
た
者
に
つ
い
て
は
当
月
二
五
日
の
賃
金
支
給
日
に
一
ヵ
月

分
の
組
合
費
全
額
を
チ
ェ
ッ
ク
・
オ
フ
さ
れ
る
の
が
従
来
の
慣
行
で
あ
っ
た
」

こ
と
を
前
提
と
し
て
「
被
告
ら
の
う
ち
昭
和
四
〇
年
一
月
二
九
日
に
脱
退
届
を

提
出
し
た
者
は
昭
和
四
〇
年
二
月
分
の
粗
合
費
全
額
を
支
払
う
べ
き
で
あ
る
」

と
主
張
し
た
。

　
【
判
旨
】

　
一
　
原
告
が
組
合
規
約
で
、
「
代
議
員
会
な
ら
び
に
総
会
で
脱
退
を
認
め
た

と
き
』
に
組
合
員
資
格
を
失
な
う
旨
を
定
め
た
の
は
、
「
組
合
員
の
意
思
表
示

だ
け
で
組
合
員
の
地
位
が
一
方
的
に
消
滅
し
て
は
団
結
体
が
維
持
で
き
な
く
な

る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
、
団
結
を
回
復
す
る
方
向
に
決
議
機
関
と
し
て
努
力
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
組
合
員
に
制
裁
を
科
す
べ
き
行
為
が
あ
つ
た
場
合
で
も
、
『

確
定
し
た
制
裁
の
執
行
ま
で
に
被
制
裁
者
が
脱
退
届
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り

制
裁
を
免
れ
る
よ
う
で
は
労
働
粗
合
の
統
制
を
完
う
す
る
こ
と
が
で
ぎ
な
い
か

ら
で
あ
る
」
。
「
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
組
合
規
約
の
右
条
号
は
、
労
働
組
合
の
組

合
員
の
脱
退
の
権
利
を
実
質
的
に
制
約
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
来
、
自
由
な
団

結
を
結
合
の
契
機
と
す
る
労
働
組
合
を
決
議
機
関
の
多
数
者
の
支
持
を
得
ら
れ

ぬ
限
り
離
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
に
よ
り
少
数
者
の
自
由

を
拘
束
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
労
使
関
係
を
前
提
と
す
る
労
働
組
合
内
の
公

序
に
反
し
国
家
法
上
無
効
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
労
働
組

合
が
脱
退
の
意
思
表
示
に
よ
つ
て
労
働
組
合
員
と
し
て
の
地
位
か
ら
離
脱
す
る
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こ
と
の
で
き
る
こ
と
ほ
、
組
合
規
約
に
規
定
が
な
く
て
も
現
行
労
働
組
合
制
度

が
任
意
組
合
主
義
を
基
盤
と
す
る
以
上
も
と
よ
り
当
然
で
あ
る
」
．

　
二
　
協
約
改
訂
要
求
お
よ
び
年
末
一
時
金
闘
争
中
に
な
さ
れ
た
組
合
脱
退
の

意
思
表
示
は
、
「
原
告
組
合
を
敗
北
さ
せ
る
目
的
の
み
を
も
つ
て
脱
退
し
た
と

認
め
る
こ
と
は
で
ぎ
ず
、
か
え
つ
て
あ
る
い
は
自
ら
の
労
働
力
を
自
由
に
処
分

す
る
た
め
に
原
告
組
合
か
ら
脱
退
し
、
あ
る
い
は
進
ん
で
自
ら
の
経
済
的
地
位

を
維
持
改
善
す
べ
く
新
た
な
労
働
組
合
を
結
成
し
も
し
く
は
他
の
労
働
組
合
に

加
入
す
る
た
め
に
原
告
組
合
か
ら
脱
退
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
つ
て
脱
退

の
権
利
を
濫
用
し
た
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
。

　
三
　
毎
月
「
二
五
日
の
賃
金
支
払
日
に
賃
金
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
・
オ
フ
す
る
際
、

前
月
二
一
日
か
ら
当
月
五
日
ま
で
の
間
組
合
員
で
あ
つ
た
者
か
ら
の
み
組
合

費
」
を
徴
収
す
る
の
が
従
来
の
慣
行
で
あ
る
場
合
に
は
、
前
月
三
〇
日
以
降
組

合
員
と
し
て
の
地
位
を
失
つ
た
者
は
当
月
の
組
合
費
を
支
払
う
義
務
を
負
わ
な

い
。

　
【
評
釈
】

　
一
　
判
旨
は
、
第
一
に
、
脱
退
に
つ
い
て
、
代
議
員
な
ら
び
に
総
会
の
承
認

を
必
要
と
す
る
旨
の
組
合
規
約
条
項
を
無
効
で
あ
る
と
す
る
。

　
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
判
例
が
あ
る
。
ま
ず
、
旭
化
成

延
岡
工
場
業
務
妨
害
事
件
（
宮
崎
地
延
岡
支
判
昭
和
二
四
・
七
・
二
〇
）
で
は
、

「
一
組
合
を
脱
退
し
て
他
の
組
合
を
結
成
す
る
こ
と
」
は
、
憲
法
第
二
八
条
の
規

定
す
る
団
結
権
に
よ
つ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
「
組
合
規
約
を
以

て
こ
れ
に
禁
止
制
限
を
加
え
又
は
こ
れ
と
同
一
効
果
を
も
た
ら
す
よ
う
な
約
定

が
あ
つ
て
も
、
そ
れ
は
前
記
憲
法
に
違
反
し
何
等
拘
束
力
を
有
す
る
も
の
と
は
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い
え
な
い
』
と
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
ゐ
判
決
に
よ
れ
ば
、
組
合
脱
退
を
制

限
・
禁
止
す
る
規
約
条
項
は
憲
法
に
違
反
し
、
無
効
で
あ
る
。
次
に
、
浅
野
雨

竜
炭
鉱
協
約
履
行
請
求
事
件
パ
札
幌
地
判
昭
和
二
六
．
二
．
二
七
）
に
お
い
て
は
、

「
組
合
を
脱
退
す
る
に
は
組
合
の
承
認
を
要
し
そ
の
承
認
が
な
け
れ
ば
脱
退
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
し
か
も
…
…
証
言
に
よ
れ
ぽ
右
規
約
の
条
項
は
原
告
組
合

が
組
合
員
の
脱
退
を
防
止
す
る
た
め
に
特
に
も
う
け
た
も
の
で
あ
つ
て
承
認
不

承
認
の
判
断
は
全
く
原
告
組
合
代
議
員
会
の
自
由
裁
量
に
あ
る
こ
と
恭
認
め
ら

れ
る
の
で
か
か
る
趣
旨
の
規
約
は
組
合
員
の
自
由
を
著
し
く
制
限
す
る
も
の
で

あ
つ
て
、
い
わ
ゆ
る
公
序
良
俗
に
反
し
法
律
上
無
効
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
判
断
さ
れ
た
。
こ
の
判
決
は
、
脱
退
に
つ
き
組
合
代
議
員
会
の
承
認
を

要
す
る
旨
の
組
合
規
約
の
条
項
を
無
効
と
す
る
点
に
お
い
て
は
旭
化
成
の
事
件

と
異
な
ら
な
い
が
、
そ
の
根
拠
を
直
接
団
結
権
に
求
め
ず
、
公
序
良
俗
違
反
に

求
め
て
い
る
。
ま
た
、
蓼
沼
教
授
が
説
か
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
事
件
で
は
、
裁

判
所
は
か
か
る
規
約
条
項
を
一
般
的
に
常
に
無
効
と
判
示
し
た
の
で
は
な
く
、

そ
れ
が
「
組
合
員
の
脱
退
防
止
の
た
め
に
特
に
も
う
け
ら
れ
、
旦
つ
脱
退
の
承

認
不
承
認
の
判
断
を
『
全
く
代
議
員
会
の
自
由
裁
量
』
に
委
ね
る
趣
旨
の
も
の

で
あ
る
が
故
に
、
『
組
合
員
の
自
由
を
著
し
く
制
限
す
る
』
も
の
と
し
て
公
序

良
俗
違
反
で
無
効
と
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
従
つ
て
本
判
決
の
立
場
か
ら
す

れ
ぽ
、
右
と
全
く
同
じ
文
言
の
規
約
条
項
で
も
、
そ
れ
が
右
に
の
べ
た
よ
う
な

趣
旨
の
も
の
で
な
く
『
継
合
員
の
自
由
を
著
し
く
制
限
す
る
』
も
の
と
は
認
め

ら
れ
な
い
場
合
に
は
必
ず
レ
も
無
効
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ

る
」
（
骸
謬
難
韻
難
舘
膨
づ
舜
霧
講
囎
腿
緬
夢
虫
詐
簸
縫
）
．
あ

判
決
は
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
か
か
る
条
項
を
一
般
的
に
無
効
と
し
た
旭
化



成
の
事
件
と
異
な
つ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
本
判
決
は
、
札
幌
地
裁
の
前
記
判
決
に
近
い
立

場
を
と
つ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
は
、
本
件
組
合
規

約
の
条
項
は
「
組
合
員
の
脱
退
の
権
利
を
実
質
的
に
制
約
す
る
も
の
で
あ
り
」
、

決
議
機
関
の
多
数
の
支
持
を
得
ら
れ
な
い
限
り
脱
退
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
も

の
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
少
数
者
の
自
由
を
拘
束
」
し
「
公
序
に
反
し
国

家
法
上
無
効
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
か
か
る
条
項
が
設
け
ら
れ
た
趣

旨
は
、
裁
判
所
の
採
用
し
た
証
拠
に
よ
れ
ば
、
団
結
体
の
維
持
、
被
制
裁
者
の

脱
退
に
よ
る
制
裁
免
脱
防
止
、
そ
れ
に
よ
る
組
合
統
制
の
確
保
に
あ
る
。
し
た

が
つ
て
、
本
判
決
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
脱
退
に
つ
き
代
議
員
会
並
び
に
総
会

の
承
認
を
必
要
と
す
る
旨
の
縄
合
規
約
で
も
、
そ
れ
が
右
に
述
べ
た
趣
旨
の
も

の
で
な
く
、
「
組
合
員
の
脱
退
の
権
利
を
実
質
的
に
制
約
し
、
…
…
少
数
者
の

自
由
を
拘
束
す
る
も
の
」
で
な
い
と
き
に
は
、
か
な
ら
ず
し
も
無
効
と
な
ら
な

い
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
学
説
に
お
い
て
も
、
か
か
る
規
約
条
項
を
「
脱
退
の
自
由
』
に
対
す
る
不
当

な
制
限
と
し
て
無
効
と
解
す
る
立
場
が
多
い
（
茄
描
鰍
先
野
舞
廉
の
紅
露
蘇

制
－
」
総
合
判
例
研
究
叢
書
一
九
四
頁
－
一
九
五
頁
、
吾
妻
光
俊
．
労
鋤
法
概
論
一
二
五
頂
、
明
石
千

鶴
子
「
組
合
員
の
権
利
・
義
務
」
新
労
働
法
講
座
二
巻
二
〇
二
頁
、
な
お
　
有
効
説
と
し
て
　
沼
田
稲
次

郷
責
傍
働
筆
腰
簸
射
肝
）
。
し
か
し
、
団
結
権
が
憲
法
上
結
社
の
自
由
と
ほ
別
に
保
障

さ
れ
た
意
義
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な

わ
ち
、
労
働
老
の
団
結
に
は
、
結
社
の
自
由
に
は
み
ら
れ
な
い
強
制
の
契
機
が

内
含
さ
れ
て
い
る
．
こ
の
団
結
に
お
け
る
組
織
強
制
（
9
撃
三
翼
一
。
塁
署
碧
㎎
）

の
機
能
か
ら
、
労
働
組
合
は
そ
の
内
部
に
お
い
て
組
合
員
の
脱
退
を
正
当
な
事

由
な
ぎ
限
り
制
約
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
曜
翻
既
鵬
絶
噺
蜥
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醜
斑
駝
）
。
こ
の
よ
う
な
立
場
に
た
つ
と
、
判
看
と
は
異
な
る
立
論
が
必
要
と
な

り
、
さ
ら
に
脱
退
の
正
当
性
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

ろ
う
。

　
二
　
判
旨
第
二
点
は
ス
ト
ラ
イ
キ
中
の
脱
退
に
関
す
る
。
こ
の
点
に
つ
き
旭

化
成
の
事
件
で
は
、
ス
ト
中
の
脱
退
、
新
組
合
の
結
成
が
ス
ト
組
合
の
団
結
権

侵
害
の
み
を
目
的
と
し
て
行
な
わ
れ
た
場
合
に
は
、
権
利
濫
用
と
し
て
「
保
護

の
対
象
と
な
り
得
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
本
判
決
も
、
脱
退
者
は
ス
ト
「
組

合
を
敗
北
さ
ぜ
る
目
的
の
み
を
も
つ
で
脱
退
し
た
と
は
認
め
ら
れ
ず
」
権
利
濫

用
に
な
ら
な
い
と
し
て
お
り
、
右
判
決
と
億
ぼ
同
じ
立
場
に
た
つ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
組
合
を
敗
北
さ
せ
る
眉
的
「
の
み
」
を
も
つ
て
脱
退
し
た
場
合
に

だ
け
権
利
濫
用
を
認
め
る
の
は
正
当
で
あ
ろ
う
か
。
ス
ト
ラ
イ
キ
中
は
一
段
と

強
い
団
結
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
時
期
に
お
い
て
は
、
権

利
濫
用
の
成
立
す
る
範
囲
を
平
常
時
よ
り
多
少
ひ
ろ
げ
て
も
差
支
え
な
い
場
合

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（
呪
紛
魚
瞳
謎
翫
紅
討
断
齪
潮
い
静
職
陣
吻
蝶
喋
m

訟
髭
欝
）
．

　
次
に
、
こ
の
問
題
を
判
旨
第
一
点
に
つ
い
て
述
べ
た
私
見
に
沿
つ
て
考
え
て

み
る
と
、
本
件
に
お
い
宅
は
、
原
告
組
合
の
昭
和
三
九
年
度
運
動
方
針
お
よ
び

労
働
協
約
改
訂
案
の
決
定
、
並
び
に
協
約
改
訂
要
求
お
よ
び
年
末
一
時
金
要
求

の
た
め
の
ス
ト
権
行
使
等
は
、
組
合
民
主
主
義
の
原
則
に
の
つ
と
つ
て
行
な
わ

れ
て
お
り
、
し
た
が
つ
て
正
当
事
由
を
必
要
と
す
る
立
場
で
は
そ
れ
だ
け
の
理

由
が
あ
つ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
判
旨
に
お
い
て
は
、
脱
退
の
「
目
的
」
が

問
題
で
あ
る
と
し
て
、
本
件
脱
退
が
「
景
気
後
退
期
に
お
け
る
会
社
競
争
力
低

下
の
危
険
に
基
く
労
働
条
件
の
低
下
も
し
ぐ
は
解
雇
の
不
安
を
免
れ
る
た
め
」
、
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ま
た
ほ
新
想
合
老
結
成
し
も
膨
く
は
こ
れ
に
加
入
す
る
た
め
に
行
な
め
驚
寵
老

し
て
い
る
サ
れ
ど
も
↓
こ
れ
だ
け
り
理
由
で
脱
退
に
つ
ぎ
正
当
事
由
が
あ
つ
た

と
考
え
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
勺
ま
た
、
権
利
濫
用
で
お
る
か
ど
う
か
を
考
え

る
際
に
も
、
前
述
の
よ
う
に
争
議
中
は
権
利
濫
用
と
な
る
場
合
が
拡
張
遠
れ
る

こ
と
も
あ
る
か
ら
、
脱
退
に
よ
つ
て
団
結
権
維
持
．
争
議
権
行
使
が
ど
の
程
度

困
難
に
な
る
か
を
実
質
的
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
ρ

七
〇

（
九
四
二
）

　
三
、
、
最
後
に
緯
合
費
の
支
払
い
に
ρ
い
て
み
る
と
、
組
合
脱
退
を
有
効
と
認

め
る
な
ら
ぼ
理
論
的
忙
は
特
に
問
題
は
な
い
と
思
う
。
け
れ
ど
も
漕
脱
退
を
無

効
だ

と
考
え
る
と
、
脱
退
し
た
者
も
継
合
員
と
し
て
の
身
分
を
保
有
し
て
い
る

ヒ
差
に
た
り
、
従
来
ど
お
り
組
合
費
を
支
払
う
義
務
が
あ
る
こ
と
に
な
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
本
安
．
美
）


